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調 査 研 究 の 目 的 

    食品と医薬品の相互作用の例として、グレープフルーツに含まれ
るフラノクマリン類が、薬物代謝酵素のひとつである CYP3A4 を
消化管内で阻害することにより、主に CYP3A4 で代謝される医薬
品の血中濃度を上昇させることがわかっている。また、フラノクマ
リン類は、グレープフルーツだけでなく他の柑橘類にも含まれてい
るが、キンカンや日向夏などの宮崎県産の柑橘類や、果実果皮加工
食品、異なる調理方法における含有量に関する情報は少ない。 
    今回、宮崎県内で生産された柑橘類や加工食品、異なる調理方法
における含有量について調査し、薬物治療中の患者における相互作
用の予測及び回避のための知見とする。 

調査研究成果の概要 

 
目標の達成状況 

行政施策への寄与度 

技術開発への寄与度 

県民への波及効果 

今後の発展性など  

総合農業試験場から譲り受ける等により収集した県内産の柑橘
類を用いて、フラノクマリン類のうち、医薬品との相互作用に関与
することが明らかになっているベルガモチン(BG)及び 6,7-ジヒド
ロキシベルガモチン(DHB)について HPLC での分析を行った。グ
レープフルーツ、スウィーティー、ブンタンの果肉から BG 及び
DHB が検出され、ヘベス、日向夏、キンカン等からは全ての部位
においていずれも検出されなかった。 

BG 及び DHB が検出されたグレープフルーツを用いて、果実酒、
ドレッシング及びマーマレードを作成した。これらと市販品のグレ
ープフルーツジュースを測定し、これらの加工食品についても BG
及び DHB の測定ができることを確認した。果実酒からは BG が、
マーマレードについてはいずれも検出されなかった。 

今回の調査で、県内産柑橘類の BG 及び DHB 含有量が判明し県
民に対し情報を提供することが可能となった。収穫年や生産地によ
る差を考慮すると今後も継続して調査が必要であると考えられる。 

調理方法における BG 及び DHB の含有量変化を調査したとこ
ろ、果実からアルコールに溶出すること、加熱により変性すること
が示唆されたが、これらについてはよりヒトへの影響に即した
CYP 阻害活性測定方法を確立し、評価を行いたい。 
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